






 

35 才以上の高年産婦 230 例と 35 才未満の対照産婦 2Q3 例について,また,21 例

の高年産婦について,前者は retrospective に,後者は prospective に,姙娠,分

娩,産褥期の母児について調査した。高年産婦は 43 才が最高年令で,平均 37.2

士 2.1 才(mean 士 S.D.)であり,高年産婦の頻度は調査期間の全分娩数 4,119 例

の 5.58%であった。対照例は 18 才より 34 才に分布し,分娩時平均年令は 26.5

士 6.7 才であった。高年産婦の結婚年令は,分娩時年令の高令化に平行して高令

化しており,平均結婚年令も 28.7±5.7 才で,対照例の 23.9±2.6 才より有意

(0.02<p<0.05)に高令化していた。 


